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新春経済賀詞交歓会

新年の恒例行事となります新春賀詞交歓会を開催いたします。輝かしい新
年の幕開けを祝うとともに、関係各位の交流の場として、大勢の皆様のご参
加をよろしくお願いいたします。

とき 令和８年１月９日㈮午後５時

ところ アップルシティーなかの

会費 ￥５，０００ （消費税10％）
※当日現金にてお支払いください

定員 １３０名

申込締切 12月18日㈭
締め切り日以降のお申し込みについては、芳名簿
への掲載が出来かねますので予めご了承ください。

2026年

申込方法 二次元バーコードを読み取り、必要事項を入力して
お申し込みください。

会費は、当日現金にてお支払いください。
領収書は、ジェイエイ・アップル㈱より発行いたします。

その他 • 当日ご参加いただきました方には、芳名簿をお配りいたします。
• 12/24までのキャンセルは承りますが、それ以降は参加費はご負担いただ
きますので予めご了承ください。

• 締め切り日以降のお申し込みについては、芳名簿への掲載が出来かねます
ので予めご了承ください。

• 受け付け開始は午後４時３０分からです。
• 賀詞交歓会終了後、市街地までバスを運行しますのでご利用ください。

信州中野商工会議所 総務課 TEL：0269-22-2191/ FAX：0269-26-7007
〒383-0022中野市中央1-7-12
（URL）https://nakanocci.or.jp

【主催】信州中野商工会議所

商工会議所
年末年始閉所のお知らせ

　令和7年12月27日㈯から令和7年１月4日㈰
までの間、当所は閉所となります。
　なお、年始は1月5日㈪より通常営業を開始し
ます。AM9:00～PM5：00

商工会議所年会費（後期分）お知らせ

令和 7 年度後期分の会費等を、12 月 23 日㈫にご指定の預金口座から引き落としさせていただ
きます。

「口座振替」の手続きを済まされていない皆様は、ぜひこの機会に手数料不要の口座振替をご利
用下さい。振込み・現金での納入を希望される方は、12 月 26 日㈮までにお願いします。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務課　　TEL：0269-22-2191

口座振替は12月23日㈫です
※前日までにご入金ください
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信州中野商工会議所 第35期役員・議員が決定
会　　頭　市川　真一（新任）　株式会社市川商会　　代表取締役
副 会 頭　岡澤　弘行（再任）　有限会社岡沢新聞店　代表取締役
副 会 頭　丸山　隆英（再任）　中沢建設株式会社　　代表取締役
副 会 頭　小林　清素（新任）　中野プラスチック工業株式会社　代表取締役
専務理事　池田　喜芳（再任）
監　　事　阿部　善春（再任）　有限会社アクセス　　代表取締役
監　　事　長張　永夫（新任）　有限会社長嶺温泉　　代表取締役
監　　事　白井　　武（新任）　有限会社奥信濃　　　代表取締役

１号議員（太字：常議員）

氏名 事業所名・役職名 委員会 氏名 事業所名・役職名 委員会
山崎　裕幸 ㈱コシナ　常務取締役 総務 渡辺　富雄 ㈲豊田屋商店　代表取締役 商業
中村　　敦 ㈲中村屋パン店　代表取締役 広報 仁科　　通 善光寺屋酒店　代表 広報
南　　　修 ㈱ミナミ薬局　代表取締役 広報 児玉　至朗 ㈱児玉商店　代表取締役 商業
民野　博之 マルヰ醤油㈱　代表取締役 工業 春日　建章 春日建設㈱　 代表取締役 工業
小林　伸助 理容コバヤシ　代表 総務 小泉　智生 ㈲小泉園　専務取締役　 商業
掛川　　満 ㈲すきやき　会長 商業 山岸　隆成 ㈲マーキュリーセブン　代表取締役 商業
徳竹　一臣 信州中野法律事務所　所長 総務 常田　　修 エルコンパストキダ　代表 総務
八代　香奈 ラブリブ　代表 広報 小林　明良 ㈲小林石材店　取締役 広報
滝沢　俊行 Love's Piatto　代表 広報 柴本　　進 ㈲中野食糧　代表取締役 総務
土屋　　徹 ㈱土屋建設　代表取締役 工業 小林　庸悟 小林国際特許商標事務所　所長 広報
山本　裕次 山裕建設　代表 総務 丸山　光信 ㈲花しゃんせ　代表取締役 商業
三澤　卓也 三沢パイプ工業㈱　 代表取締役 工業 中川　宏幸 中川電気㈱　 広報
竹内　和樹 ㈲竹内産業　代表取締役 商業 小林　直人 武広建設㈱　 代表取締役 工業
高見澤茂吉 ㈱高見澤　インフラセグメント技術部長 工業 永井　竹彦 やまたけ電業㈱　 代表取締役 工業
小林　隆志 ㈲幸建　代表取締役 工業 小林　聖尚 小林モータース　代表 商業
金子　雄三 ㈲北斗技研　代表取締役 広報 西原　英樹 西原車体整備興業　代表 商業
山田　　豊 ㈲山田屋商店　代表取締役 広報 黒岩　正和 黒岩建設㈱　 代表取締役 総務
矢嶋　一也 矢嶋建築㈱　 代表取締役 工業 小野澤澄人 斑尾高原カントリー㈱　支配人 商業
高見澤新悟 ㈲高見澤土建　代表取締役 工業 山口　　伸 ㈱山口建築　代表取締役 工業
中山　充広 ㈲中山ステンレス　代表取締役 工業

２号議員（太字：常議員）

氏名 事業所名・役職名 委員会 氏名 事業所名・役職名 委員会
清水　一郎 ㈲清水商店　取締役 商業 矢野　　浩 ㈲北信樹脂工業　代表取締役 広報
藏谷伸太郎 中野土建㈱　代表取締役社長 工業 小林　隆志 ㈲兼光　取締役会長 総務
村上　好治 ㈱中野自動車学校　専務取締役 商業 阿部　正廣 ㈱アベファニチャー　取締役会長 商業
小林　武則 長野県労働金庫中野支店　支店長 商業 白石　義実 竹原木材㈱　 代表取締役 総務
町田　　章 ㈴柳南閣割烹柳長　代表社員 商業 清水　秀志 志賀造花㈱　 代表取締役 総務
上野　孝典 ㈲上野組　代表取締役 広報 小田切克弥 ㈱青木屋洋品店　代表取締役 広報
丸山　浩司 ㈱シバクサ電器　代表取締役 広報 竹内　政則 ㈲亀屋製菓　代表取締役 商業
田村　計成 ㈱田村自動車　代表取締役 商業 田澤　　仁 ㈲田沢建技工業　代表取締役 工業

３号議員（太字：常議員）

氏名 事業所名・役職名 委員会 氏名 事業所名・役職名 委員会
市川　博信 北信ガス㈱　 代表取締役 総務 荻原　和敬 ㈱八十二銀行中野支店　支店長 商業
塩川　伸一 ㈱塩川組　代表取締役 総務 金子　聡利 長野県信用組合中野支店　支店長 商業
高木　一成 ㈱タカギセイコー　代表取締役 工業 徳武　久征 長野信用金庫中野支店　支店長 工業
湯本誠一郎 ㈱湯本工務店　代表取締役 総務 武田　明良 ㈱武田　代表取締役 商業
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当
所
支
部
連
合
会
（
矢
嶋
一
也
会

長
）
主
催
の
恒
例
の
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
10
月
21
日
（
火
）、
斑
尾
高
原
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
お
い
て
41
名
の
参

加
の
も
と
11
組
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
９
時
か
ら
開
会
式
を
行
い
、
9
時

36
分
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
天
気
は
、

つ
い
先
日
ま
で
汗
ば

む
よ
う
な
暖
か
さ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
朝

晩
の
急
な
冷
え
込
み

を
感
じ
る
肌
寒
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
ペ
終
了
後
、

場
所
を
移
動
し
夕
方

５
時
半
よ
り
、
割
烹

柳
長
に
お
い
て
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。

優
勝
を
は
じ
め
と
す

る
各
順
位
賞
、
ベ
ス

ト
グ
ロ
ス
賞
な
ど
発

表
を
行
い
表
彰
し
ま

し
た
。

毎
年
、
ご
好
評
い

た
だ
い
て
い
る
当
支

部
連
合
会
の
各
７
支

部
と
各
企
業
等
か
ら

ご
提
供
い
た
だ
い
た

ス
ポ
ン
サ
ー
賞
は
空

く
じ
な
し
で
く
じ
引

き
を
行
い
参
加
さ
れ

た
皆
様
に
お
渡
し
ま
し
た
。

今
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
ス
ポ
ン

サ
ー
賞
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
皆
様
に

は
、
盛
大
に
で
き
ま
し
た
こ
と
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
25
回
支
部
連
合
会

　
　
　
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

10／
21

去
る
10
月
10
日
、
東
京
都
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
に
て
開
催
さ
れ
た
「
全
国
商
工
会
議

所
女
性
会
連
合
会 
全
国
大
会
」
に
参
加
い
た

し
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
女
性
会
の
仲
間
が

集
い
、
活
動
報
告
や
交
流
を
通
じ
て
大
変
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
来
賓
と
し
て
東
京
都
知
事 

小
池
百
合
子 

氏
が
ご
登
壇
さ
れ
、
女
性
の
活

躍
推
進
と
地
域
経
済
の
発
展
に
向
け
た
温
か
い

エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
挨
拶
の
中
で
小

池
都
知
事
は
、「
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
女
性
」
と

力
強
く
語
ら
れ
、
女
性
が
持
つ
感
性
や
柔
軟
な

発
想
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
支
え
る

原
動
力
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、「
女
性
が
元
気
で
あ
る
こ
と
は
日
本
の
元

気
、
宝
で
す
」
と
の
言
葉
に
は
、
会
場
中
か
ら

大
き
な
共
感
と
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
女
性

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
確
か
な
信
念
と
温
か
い
お

言
葉
に
、
多
く
の
会
員
が
深
い
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

ま
た
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手 

秋
川
雅
史 

氏
に
よ

る
独
唱
も
行
わ
れ
、「
千
の
風
に
な
っ
て
」
を

は
じ
め
３
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
澄
ん
だ
歌

声
が
会
場
に
響
き
渡
り
、
故
・
畠
山
会
長
へ
の

深
い
追
悼
の
思
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
第
24
回 

女
性
起
業
家
大
賞
」
の

表
彰
式
で
は
、
専
業
主
婦
か
ら
起
業
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
成
功
を
収
め
た
女
性

経
営
者
の
方
々
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

の
ス
ピ
ー
チ
で
は
「
子
育
て
は
自
分
の
キ
ャ
リ

ア
」
と
い
う
言
葉
が
語
ら
れ
、
多
く
の
参
加
者

が
深
く
共
感
し
、
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、「
人
は
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
人
を
思
い
や
り
、
支
え
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
」
と
い
う
言
葉
に
も
、
心

を
打
た
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を

糧
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
女
性
た
ち

の
姿
に
、
勇
気
と
希
望
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。本

大
会
は
、
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会 

現
会
長 

畠
山
様
の
ご
逝
去
と
い

う
深
い
悲
し
み
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
ご
功
績
と
ご
尽
力
に
心
よ
り

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
、
安
ら
か
な
ご

永
眠
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

畠
山
会
長
の
志
を
受
け
継
ぎ
、
私
た
ち

信
州
中
野
商
工
会
議
所
女
性
会
も
、
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

会
長 

町
田
美
代
子 

（
㈴
柳
南
閣
割
烹
柳
長
）

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会 

　
　
　
　
全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た

10／

10
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10
月
24
日
・
25
日
の
2
日
間
に
わ
た

り
、
長
野
市
の
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
に
お
い
て

「
産
業
フ
ェ
ア
in
信
州
２
０
２
５
」
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
域
最
大

の
産
業
見
本
市
に
は
、
県
内
外
の
企
業
や

団
体
が
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
た

め
多
数
集
結
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
今
年
の
フ
ェ
ア
は
、
過
去
最
多
と

な
る
１
６
４
企
業
・
団
体
・
学
術
機
関
が

出
展
し
、
各
ブ
ー
ス
に
は
熱
気
が
あ
ふ
れ
、

来
場
者
に
自
社
の
技
術
や
製
品
を
熱
心
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
特

に
、
会
場
に
は
将
来
を
担
う
高
校
生
ら
の

姿
も
目
立
ち
、
長
野
の
企
業
を
子
ど
も
た

ち
に
地
域
企
業
の
魅
力
を
若
者
に
伝
え
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
所
管
内
か
ら
は
、
㈲
武
田
建
設
と

㈱
塩
崎
の
2
社
が

出
展
い
た
し
ま
し

た
。
両
社
は
、
こ

の
熱
気
に
満
ち
た

会
場
で
積
極
的
に

製
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
Ｐ
Ｒ
し
、
出
展

企
業
は
来
場
者
に

対
し
て
商
品
の
説

明
を
し
た
り
、
名

刺
交
換
を
行
う
な

ど
、
活
発
な
交
流

を
展
開
し
ま
し
た
。

㈲
武
田
建
設
は
、

「
ど
ん
な
時
で
も
、
帰
り
た
く
な
る
家
。」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
注
文
住
宅
を
手
が

け
、
施
工
事
例
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
独

自
の
家
づ
く
り
へ
の
想
い
を
発
信
し
ま
し

た
。㈱

塩
崎
は
、 

新
た
な
試
み
と
し
て
新
商

品
の
「
ス
プ
ー
ン
で
食
べ
る
大
福
」
の
市

場
調
査
を
実
施
。
試
食
を
提
供
す
る
ブ
ー

ス
で
、
来
場
者
か
ら
の
率
直
な
意
見
や
感

想
を
直
接
収
集
し
、
商
品
化
に
向
け
た
貴

重
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
ま
し
た
。

信
州
中
野
商
工
会
議
所
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
今
回
の
出
展
が
両
社
の
更
な
る
発

展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
、
当
所
は
地
域
企
業
の
皆
様

が
持
つ
優
れ
た
技
術
や
製
品
を
広
く
世
の

中
に
発
信
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

10／

24・25
産
業
フ
ェ
ア
in
信
州
２
０
２
５
へ
出
展

当
所
主
催
に
よ
る
令
和
７
年
度
永
年
勤
続
従

業
員
表
彰
式
を
10
月
23
日
（
木
）
に
当
所
に
お

い
て
開
催
し
、
中
野
市
長
を
は
じ
め
大
勢
の
ご

来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
27
企
業
か
ら
59
名
の
皆
様
が
受

賞
さ
れ
、
各
代
表
に
山
田
前
会
頭
よ
り
表
彰
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
方
々
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
た
後
、

受
賞
者
を
代
表
し
、
中
野
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業

株
式
会
社
の
奈
良
輝
夫
様
か
ら
「
私
た
ち
の
使

命
と
し
て
次
世
代
の
育
成
に
務
め
、
企
業
並
び

に
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
、
一
層
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

10／

23
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
式
を
開
催

令和７年度　永年勤続従業員表彰式　受賞者（事業所別人数）

事業所名
勤続年数及び人数

10年 15年 20年 30年 40年 合計
㈲中山ステンレス 2 2
㈱丸山工業 1 1 2
木工の池田㈱ 1 1
竹原木材㈱ 1 1 2
マルヰ醤油㈱ 1 1
㈱中野自動車学校 1 1
㈲北斗技研 1 1
㈱ミクロ化学 2 2
㈱岩船陸送 1 1
㈲新野プラスチック製造 1 1
㈲アオキビルド 1 1
㈱武田 2 2
中野土建㈱ 1 1 2 4
㈱よしいけ 2 2 4
㈲ヤマウラ電工 1 1
中野プラスチック工業㈱ 4 3 1 2 10
北村高圧㈱ 1 1
中央自動車整備協業組合 1 1 1 3
㈱湯本工務店 1 1
第三化工㈱ 1 1
北信ガス㈱ 5 1 1 7
㈱東和 1 1
㈱北信エルシーネット 1 1
㈱塩川組 1 1 2
㈱長野環境保全センター 3 3
新栄工業㈱ 1 1
三沢パイプ工業㈱ 1 1 2

合　計 24 7 15 8 5 59
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11
月
7
日
、S

hikam
a.net

代
表
で

チ
ー
フ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
志
鎌
真

奈
美
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
生
成
Ａ

Ｉ
×
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
担
当
者
に
と
っ
て
、
テ
ー
マ
や

ネ
タ
作
り
は
常
に
頭
を
悩
ま
せ
る
課
題
で

す
。
し
か
し
、
安
定
運
用
を
す
る
た
め
に

は
、
つ
ね
に
ア
イ
デ
ィ
ア
や
ネ
タ
出
し
の

作
業
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
当
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
テ
ー

マ
や
ネ
タ
作
り
、
そ
し
て
投
稿
案
、
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
の
作
成
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
作
り
方
を
生
成
Ａ
Ｉ

で
作
成
し
た
り
、
パ
ン
屋
さ
ん
の
投
稿
案

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
作
成
方
法
を
例
題
と
し

て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
特
に
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
あ
た
っ
て

は
個
人
情
報
や
機
密
情
報
の
入
力
、
信
憑

性
の
検
証
、
デ
ー
タ
は
最
新
モ
デ
ル
を
使

用
す
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と

も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
作
成
が
で
き
る
こ
と
を
理

解
し
、
今
後
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
投
稿

を
す
る
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

11
月
10
日
、社
会
保
険
労
務
士
で
兼
子・

山
下
経
営
労
務
事
務
所
代
表
の
山
下
順
子

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
年
収
の
壁
問

題
の
ポ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

い
ま
話
題
の
年
収
「
１
０
３
万
」
の
壁

で
す
が
、
実
際
に
そ
の
壁
が
変
更
に
な
る

と
企
業
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
か
、
壁
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

お
こ
る
企
業
へ
の
影
響
は
、
何
か
を
学
び

ま
し
た
。

年
収
の
壁
に
は

第
１
の
壁
「
本
人
税
負
担
の
壁
」　
従

来
、
給
与
収
入
が
１
０
３
万
円
を
超
え
れ

ば
税
負
担
が
生
じ
て
い
た
が
、
改
正
に
よ

り
２
０
２
５
年
は
１
６
０
万
円
を
超
え
れ

ば
税
負
担
が
生
じ
る
。

第
2
の
壁
「
本
人
の
社
会
保
険
料
負
担

の
壁
」
１
０
６
万
円
の
壁
は
特
定
適
用
事

業
所
に
勤
務
す
る
短
時
間
労
働
者
が
対
象

に
な
る
。
労
働
契
約
時
間
が
月
8.8
万
円
×

12
か
月
１
０
６
万
円
が
壁
と
し
て
認
識
さ

れ
る
。

第
３
の
壁
「
扶
養
者
の
税
負
担
」
扶
養

者
（
親
等
）
に
つ
い
て
、
被
扶
養
者
（
子

等
）
の
収
入
が
１
２
３
万
円
を
超
え
る
と

収
入
の
増
加
額
を
超
え
る
税
負
担
が
生
じ

る
。
勤
務
先
の
社
会
保
険
に
加
入
し
な
い

場
合
で
も
収
入
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な

る
と
家
族
の
扶
養
か
ら
外
れ
保
険
料
負
担

が
生
じ
、
世
帯
全
体
の
手
取
り
額
が
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
。

年
収
の
壁
に
は「
所
得
税
の
壁
」と「
社

会
保
険
料
の
壁
」
が
あ
り
、
年
末
調
整
に

際
し
て
は
、
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
×
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

～
デ
ジ
タ
ル
化
で
販
促
力
を
ア
ッ
プ
～
開
催

11／
７

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
の

働
き
控
え
を
防
ぐ
対
策
は
万
全
で
す
か
？

11／
10経

営
者
・
担
当
者
が
知
っ
て
お
き
た
い

　
　
　「
年
収
の
壁
問
題
の
ポ
イ
ン
ト
」
セ
ミ
ナ
ー
開
催
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商工会議所青年部に入会したほうが良い人
1 後継者として、今後に不安を感じている人
2 楽しく飲みたい人
3 現状維持じゃなく、とにかく何か動きたい人
4 お互いの悩みを相談できる場が欲しい人
5 一生付き合える仲間を見つけたい人
6 自分の仕事を充実させたい人

入会資格は以下の通りです
・45歳以下
・�中野市在住もしくは中野市に事業所があるな

ど、活動をしている人

ＹＥＧ通信ＹＥＧ通信

　すこしでも興味をもったら、事務局（0269-22-
2191）にご連絡ください。
　「青年部について教えて欲しい」とお伝えいただけ
るとスムーズに対応できます。

 vol.
29

信州中野商工会議所の皆様、こんにちは！総務委員長
の水野宏樹です (^-^)

冬の寒さが身に染みる季節となり、いよいよ師走を迎
えました。皆様、年の瀬に向けお忙しい毎日をお過ごし
のことと存じます。体調管理には十分お気をつけくださ
い。

11 月は、地域の子どもたちに向けた事業、ブロック
での広域交流、そして全国規模の研修会への参加と、非
常に活動的な一ヶ月となりました。 得られた多くの学
びと、地域への熱意を胸に、来年迎える 60 周年に向け
て、メンバー一同、活動を加速させてまいります。

11 月 8 日には北陸信越ブロック商工会議所青年部連
合会主催【YEG マッチングの陣】～単会とメンバーを
繋ぐ〜 が新潟県燕市で開催されこちらに参加しました。 
ブロック内の単会や様々な業種のメンバーとの情報交
換・ビジネス交流を通じて、 地域を越えた連携の重要性
と可能性を深く学ぶことができました。

11 月 15 日には 11 月例会 **「ジュニアエコノミー
カレッジ in 中野市」** の集大成である ジュニエコ in
中野市 チャレンジマーケットを開催しました。 子ども
たちが自ら考え、仕入れ、販売する体験を通じて、経済
の仕組みや仕事の難しさ、楽しさを学ぶこの事業は、地
域社会の次代を担う若者の育成に繋がる重要な活動とな
りました。

11 月 28 日・29 日には第 43 回 全国リーダーズ研
修会 愛知岡崎会議が開催され、こちらに参加しました。
全国規模でのリーダーシップ論や地域活性化の先進事例

まずは第一歩動いてみましょう きっと新しい気付
きがあると思いますよ★

「1，2年位しか活動出来ないし」とか「そんなに
沢山参加できないし」とか思っているかもしれません
が、会員のみんなも毎回参加しているわけではないで
すし、短年数の会員も多くいますので、心配しないで
大丈夫ですよ！

を学び、今後の信州中野 YEG の運営や 60 周年事業
に向けて、大きな刺激と知見を得ることができました。

また、60 周年という大きな節目に向けて、信州中
野商工会議所青年部は、これからも地域の活性化のた
めに、みんなで力を合わせて頑張っていきます！今後
の活動にも、ぜひ注目していただけると嬉しいです。
引き続き、応援よろしくお願いします！

中
野
え
び
す
講
が
11
月
15
日
㈯
、
16
日

㈰
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

15
日
㈯
は
恒
例
の
「
百
人
え
び
す
大
行

進
」
で
市
街
地
各
所
に
て
七
福
神
に
よ
る

大
判
小
判
の
振
る
舞
い
が
行
な
わ
れ
、
福

を
求
め
て
大
勢
の
方
が
福
撒
き
に
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
コ

ロ
コ
ロ
イ
ス
レ
ー
ス
や
現
金
つ
か
み
取
り
、

18
時
か
ら
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園
で
花

火
の
打
ち
上
げ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
多

く
の
企
業
団
体
に
花
火
を
提
供
い
た
だ
き
、

秋
の
夜
空
に
大
輪
の
華
が
咲
き
ま
し
た
。

16
日
㈰
は
東
町
王
日
神
社
に
て
七
五
三

詣
、
市
街
地
で
は
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス

レ
ー
ス
や
農
産
物
詰
め
放
題
が
行
な
わ
れ

大
勢
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

両
日
を
通
し
て
中
野
陣
屋
前
広
場
で
は
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
テ
ン
ト
販
売
が
軒
を
連

ね
る
形
で
開
催
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
多
く
の

来
場
者
で
盛
況
で
し
た
。

中
野
え
び
す
講
に
際
し
、多
大
な
寄
附
・

花
火
の
協
賛
を
賜
り
ま
し
た
市
内
企
業
の

皆
様
並
び
に
祭
事
実
施
に
あ
た
り
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
所
の
皆
様
に
は

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度
中
野
え
び
す
講
開
催

中
野
え
び
す
講
開
催

11／
15・16
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当
市
製
造
業
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
令
和
４

年
7

－

9
月
期
か
ら
13
期
連
続（
３
年
３
カ
月
）

と
長
期
に
わ
た
り
マ
イ
ナ
ス
値
で
推
移
し
て
い

る
。
ま
た
、
経
常
利
益
の
前
年
同
期
比
Ｄ
Ｉ
も

13
期
連
続
マ
イ
ナ
ス
値
で
推
移
し
て
い
る
。

　
業
況
は
中
国
経
済
の
低
迷
で
、
受
注
が
弱
く

な
っ
て
い
る
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
経

常
利
益
に
つ
い
て
単
価
引
上
げ
は
あ
る
も
の
の

賃
上
げ
に
よ
る
人
件
費
負
担
、
原
材
料
価
格
高

騰
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
増
が
あ
り
利
益
の
確

保
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
受
注
単
価
の
引
き
上
げ
は
あ
る
も
の
の
、
10

月
に
最
低
賃
金
の
引
上
げ
も
あ
り
人
件
費
の
増

加
分
に
つ
い
て
は
充
分
に
価
格
転
嫁
で
き
て
い

な
い
。
加
え
て
、
円
の
値
動
き
が
不
安
定
で
あ

り
、
各
種
コ
ス
ト
も
上
昇
し
続
け
て
い
る
状
況

に
変
化
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ

の
通
商
政
策
の
不
透
明
感
が
薄
ら
い
で
い
る
こ

と
は
期
待
要
素
で
あ
る
。

　
国
内
製
造
業
は
単
価
引
き
上
げ
が
あ
る
も
の

の
製
造
コ
ス
ト
は
上
昇
し
て
お
り
利
益
確
保
が

困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
に
お
い
て
は
物
価
高
に
対
し
て
賃
金

上
昇
が
追
い
付
い
て
い
な
い
こ
と
で
、
強
い
消

中野市
製造業
景況調査

（実　績）
令和７年７月－９月期

当
所
で
は
中
野
市
の
製
造
業
の
景
気
動
向
を
把
握
す
る
た
め
に
四
半
期

ご
と
に
景
況
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
７
年
７
月
９
月
期
調

査
の
結
果
の
と
り
ま
と
め
が
で
き
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
企
業
数
20
社

概
況

（見通し）
令和７年10月－12月期

中
国
経
済
の
減
速
に
よ
り
業
況
悪
化
が
続
く
。

当
市
製
造
業
の
今
後
の
先
行
き
は
依
然
と
し
て
不
透
明
。

費
意
欲
の
減
退
が
続
い
て
い
る
。

　
半
導
体
に
つ
い
て
は
中
国
経
済
の
低
迷
の
影

響
で
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
関

連
の
受
注
が
弱
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
在
庫
進
展
が
続
い
て
お
り
国
内
向
け
に
つ

い
て
は
一
定
量
の
受
注
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
収
益
面
と
し
て
は
、
価
格
交
渉
の
成
果
で
原

材
料
価
格
の
上
昇
分
は
値
上
し
て
も
ら
っ
て
い

る
事
業
所
が
多
く
あ
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
上
昇
分
、
人
件
費
の
増
加
分
の
負
担
は
重
い
。

ま
た
、
下
請
け
企
業
か
ら
の
単
価
値
上
げ
の
価

格
交
渉
も
求
め
ら
れ
て
い
て
仕
入
価
格
は
逆
に

上
昇
し
て
い
る
。

　
前
年
同
期
比
に
お
け
る
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、

前
年
同
期
（
令
和
6
年
７

－

9
月
期
）
調
査
と

比
較
し
て
35
・
0
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
△
15
・
０

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
調
査
対
象
企
業
の
う
ち
業

況
が
「
改
善
」
と
の
回
答
が
３
社
（
15・０
％
）、

「
不
変
」
と
の
回
答
が
11
社
（
55・０
％
）、「
悪

化
」
と
の
回
答
が
6
社
（
30・０
％
）
で
あ
っ
た
。

　
令
和
７
年
10

－

12
月
期
見
通
し
業
況
判
断
Ｄ

Ｉ
は
、
△
20
・
０
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
業
況
の

見
通
し
が
「
好
転
」
す
る
と
回
答
し
た
企
業
は

4
社
（
20
・
０
％
）、「
不
変
」
と
回
答
し
た
企

業
が
８
社
（
40
・
０
％
）、「
悪
化
」
と
回
答
し

た
企
業
は
８
社
（
40
・
０
％
）
で
あ
っ
た
。

　
当
市
製
造
業
に
お
い
て
は
、
上
記
で
も
述
べ

た
が
、
物
価
高
に
起
因
す
る
国
内
経
済
の
需
要

の
減
少
、
中
国
経
済
の
停
滞
で
、
業
況
回
復
の

時
期
は
見
通
せ
な
い
。

　
経
営
上
の
問
題
点
と
し
て
は
、
❶
「
需
要
の

停
滞
」
が
12
社
、
❷
「
生
産
設
備
の
老
朽
化
」

が
8
社
、
➌
「
原
材
料
価
格
の
上
昇
」
が
9
社

で
あ
っ
た
。

※�

問
題
点
の
1
位
５
点
、
2
位
３
点
、
3
位
１

点
と
し
算
出
し
た
順
位
。
上
記
は
企
業
数
で

の
順
番

❶�

「
需
要
の
停
滞
」
は
、
物
価
高
に
賃
金
の
上

昇
が
追
い
付
い
て
お
ら
ず
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

の
消
費
意
欲
が
か
な
り
減
退
し
て
お
り
、
物

が
売
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

❷�
「
生
産
設
備
の
老
朽
化
」
は
、
収
益
の
改
善

が
で
き
て
お
ら
ず
、
設
備
更
新
が
ま
ま
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。

➌�

「
原
材
料
価
格
の
上
昇
」
は
、
円
の
値
動
き

が
不
安
定
で
あ
り
、
原
材
料
は
引
き
続
き
高

い
状
況
に
あ
る
。

　
来
期
（
令
和
7
年
10

－

12
月
期
）
は
、
ア
メ

リ
カ
の
通
商
政
策
（
い
わ
ゆ
る
ト
ラ
ン
プ
関
税
）

の
影
響
感
が
薄
ら
い
で
き
て
い
る
と
す
る
調
査
企

業
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
物
価
高
に
よ
る
消
費

の
減
退
が
不
安
で
あ
り
国
内
需
要
の
停
滞
が
当
面

続
く
と
の
声
が
多
数
あ
っ
た
。

　
来
期
の
見
通
し
前
年
同
期
比
業
況
Ｄ
Ｉ
「
△

20
・
０
ポ
イ
ン
ト
」、
売
上
額
Ｄ
Ｉ
「
△
10
・
０

ポ
イ
ン
ト
」、
受
注
数
量
Ｄ
Ｉ
「
△
15
・
０
ポ
イ

ン
ト
」、
経
常
利
益
Ｄ
Ｉ
「
△
36
・
９
ポ
イ
ン
ト
」

で
あ
る
。

経
営
上
の
問
題
点

見
通
し

        

R3.
4-6

R3.
7-9

R3.
10-12

R4.
1-3

R4.
4-6

R4.
7-9

R4.
10-12

R5.
1-3

R5.
4-6

R5.
7-9

R5.
10-12

R6.
1- 3

R6.
4- 6

R6.
7- 9

R6.
10-12

R7.
1- 3

R7.
4- 6

R7.
7- 9

R7.
10-12

売上高 50.0 50.0 68.4 25.0 25.0 30.0 0.0 30.0 10.0 0.0 10.0 -25.0 -55.0 -25.0 -20.0 -10.0 10.0 5.0 -10.0

受注数量 45.0 50.0 63.1 20.0 30.0 5.0 0.0 25.0 0.0 -5.0 -10.0 -25.0 -35.0 -10.0 -25.0 -10.0 0.0 -5.0 -15.0

売上単価 15.0 25.0 15.8 20.0 45.0 50.0 40.0 50.0 55.0 35.0 55.0 30.0 31.5 20.0 42.1 42.1 47.4 52.6 52.6

経常利益 45.0 25.0 42.1 20.0 20.0 -5.0 -20.0 -10.0 -25.0 -10.0 0.0 -40.0 -45.0 -40.0 -26.3 -21.0 -15.8 -31.6 -36.9

業況 35.0 35.0 57.9 15.0 0.0 -15.0 -25.0 -5.0 -20.0 -25.0 -5.0 -35.0 -47.4 -50.0 -25.0 -15.0 -15.0 -15.0 -20.0

-80.0

-60.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

※R7.7-9月期までは実績  　R7.10-12月期は予測
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ＬＯＢＯ調査景気天気図

2025年10月の状況 先行見通し

全国 北陸信越 全国 北陸信越

建　設

製　造

卸　売

小　売

サービス

とくに好調
(50 ≦ DI)

好　　調
(25 ≦ DI ＜ 50)

まあまあ
(0 ≦ DI ＜ 25)

不　　振
( ▲ 25 ≦ DI ＜ 0)

きわめて不振
(DI ＜▲ 25)

　詳細につきましては、信州中野商
工会議所ホームページにＬＯＢＯ調査
早期景気観測が掲載されています。
（https://nakanocci.or.jp/）

お知らせ

令和７年分　決算説明会のお知らせ
　信濃中野税務署では、個人事業者の方を対象に、所得税及び消費税の一般的な決算の仕方、並びに確定申
告に当たっての注意点などについて、下記のとおり説明会を開催いたします。

お知らせ

【事前予約の連絡先、問合せ先】
　信濃中野税務署　個人課税部門
　　電　　話：0269-22-3153（直通）
　　受付時間：平日　午前８時 30 分から午後４時まで

※�開催会場への直接のお問い合わせはご遠
慮ください。説明会で使用する資料は、
当日、会場で配布いたします。

※ �12 月９日の飯山市公民館での説明会は「事前予約制」で行いますので、参加を希望される方は下
記の【事前予約の連絡先、問合せ先】にご連絡をお願いいたします。（定員に達した場合には、先
着順とさせていただきます。）

※ �12 月 11 日及び 12 日の中野市中央公民館での説明会は、「先着順」で行います。（定員に達した
場合には、ご参加いただけない場合がありますのであらかじめご了承ください。）

対象となる方 開催日 開催時間 開催会場 留意事項

事業所得を
有する方

令和７年
12月９日㈫

午前10時から
正午まで

飯山市公民館
２階講堂
飯山市大字飯山1436-1

【事前予約制　定員30名】
令和７年12月５日16時まで
に、下記の連絡先に予約を
お願いします。

令和７年
12月11日㈭

午後２時から
午後４時まで

中野市中央公民館
３階301講堂
中野市三好町１丁目4-27

【先着順（予約不要）定員40名】

農業所得を
有する方

令和７年
12月11日㈭

午前10時から
正午まで 中野市中央公民館

３階301講堂
中野市三好町１丁目4-27

【先着順（予約不要）定員40名】

令和７年
12月12日㈮

午前10時から
正午まで 【先着順（予約不要）定員40名】

中野土びな展示即売会  購入者募集
　2026年中野土びな展示即売会は、3月31日に実
施します。土人形の購入方法は、事前抽選にておこ
ないます。
１．�購入を希望する方は、事前に「郵便ハガキ」に

て、抽選のお申込みをしてください。
２．�お申込みいただいた中から抽選を行い、当選者
のみにハガキにて当選通知をご通知します。

応募ハガキ記入項目

スケジュール
応募期間：1月1日㈭～1月22日㈭必着
人形即売・販売：3月31日㈫
　抽選および当日の販売に係る詳細等は、当所ホー
ムページまたは当所会報へ追ってご案内いたします。
お問合せ先：信州中野商工会議所土人形販売係
　　　　　　TEL：0269-22-2191

※�お申込みは、
お一人様 1
枚限りです。

※�取得した個
人情報は本
事業のみに
使用いたし
ます。

お知らせ

（表） （裏）

（通常ハガキです。往復ハガキではありません）



令和７年分 年末調整における主な改正事項
本年 12 月に行う年末調整においては、所得税の基礎控除の見直し等の改
正が行われていますので、ご注意ください！
詳細や最新情報は、国税庁ホームページの「年末調整がよくわかるページ」
をご確認ください。

《年末調整における留意事項》
①�従業員の方に、改正により新たに扶養控除等の対象となった親族等がいないか確認してくだ

さい（改正により新たに扶養控除等の対象となった親族等がいる場合には、「扶養控除等（異
動）申告書」の提出を受けてください。）。

②�特定親族特別控除の適用を受けようとする従業員の方から、「給与所得者の特定親族特別控
除申告書」の提出を受けてください。

③改正後の基礎控除額や給与所得控除額等に基づいて、年末調整の計算をしてください。

問 合 せ 先 信濃中野税務署法人課税部門　電話：0269 － 22 － 3151 ㈹  内線 32

基礎控除の見直し等
・基礎控除の見直し

次のとおり、合計所得金額に応じて、基礎控除額が改正されました。

合計所得金額 132万円以下 　 132万円超
　 336万円以下

　 336万円超
　 489万円以下

　 489万円超
　 655万円以下

　 655万円超
 2,350万円以下

控除額 95万円 88万円 68万円 63万円 58万円

（注）１ 合計所得金額655万円以下の控除額は、改正後の所得税法第86条の規定による基礎控除額58万円に、改正後の租税特別措
　　　　 置法第41条の16の2の規定による加算額を加算した額となります。
　　　２ 合計所得金額2,350万円超の場合の基礎控除額に改定はありません。

・給与所得控除の見直し
給与所得控除の最低保障額が55万円から65万円に引き上げられました。

（注）  家内労働者等の事業所得等の所得計算の特例についても、必要経費に算入する金額の最低保障額が55万円から65万円に引き上げられました。

・扶養親族等の所得要件の改正
　扶養控除等の対象となる扶養親族等の所得要件が
48万円以下から58万円以下に引き上げられるな
ど、所得要件が改正されました。

扶養親族等の区分 所得要件（※）

 扶養親族
 同一生計配偶者
 ひとり親の生計を一にする子

58万円以下

 勤労学生 85万円以下
（※）  合計所得金額（ひとり親の生計を一にする子については総所得金額等の合計
　　  額）の要件をいいます。

・特定親族特別控除の創設
　居住者が居住者と生計を一にする年齢19歳以上
23歳未満の親族（注）を有する場合に受けられる控
除として、特定親族特別控除が創設されました。

（注）  里子を含み、配偶者、青色事業専従者として給与の支払を受ける人及び白色
　　  専従者を除きます。
　控除額は、その親族の合計所得金額に応じ、右図
のとおりとなります。

控除額
（万円） 扶養控除 特定親族特別控除

（特定扶養親族に該当） （特定親族に該当）

11
6
3
0

63
61

51

41

31

21

90（155）

95（160）

100（165）

105（170）

110（175）

115（180）
120（185）

（万円）

　年齢19歳以上23歳未満の
　　親族の合計所得金額

（収入が給与だけの場合の収入金額）

58
（123）

85
（150）

123
（188）


